
 中学生
  ×  意見交換会 
 能美市議会 
      

                        
   議会のことを学んで体験しよう！

    
                             令和元年8月20日



議会って何をするところ

国会  ＝ 法律を作り、国の予算を議決する

県議会 ＝ 条例を定め、県の予算を議決する

市議会 ＝ 条例を定め、市の予算を議決する

  能美市の本年度（令和元年度）予算は約225億円です。予算は、市民の皆さん 

  の税金や国の交付金等で成り立っています。市長は予算の使い道を議会に提

  案し、議会はこれを審査し、議決します。

  条例は、「能美市の法律」のことで、国の法律だけでは行き届かないこと

  を条例で決めます。

  



議会の流れ

•議会の招集市長

•議会が開会される開会

•議案提出、提案説明、質疑、一般質問、委員会へ付託本会議

•提案説明、質疑応答、修正案の提出、討論、採択委員会審査

•委員長報告、質疑応答、修正案の提出、討論、採択本会議

•議会が閉会される閉会



•条例の制定、条例の改正・廃止

•予算を定める、決算の認定

•請負契約の締結

議決

機関

•市の事務に対する検査、監査請求、調査

•国や県などへの意見書の提出など

監視的

機能   

議会の役割 



議会の構成

本会議

•提案された議案などを審議

•市に説明を求め、自身の意見を述べる「一般質問」

委員会

•効率的かつ専門的に審議

•議案以外の関連する事柄を調査



委員会について

議会運営委員会   

（6人）
常任委員会

総務常任  

委員会

（5人）

産業経済常任 

委員会

（5人）

教育福祉常任 

委員会

（6人）

予算決算常任 

委員会

（16人）



特別委員会について

特別委員会

広報特別      

委員会

（7人）

基地対策  

特別   

委員会

（6人）

議会基本条例等

検証          

特別委員会

（6人）



２元代表制とは

市長も議員も市民の直接選挙で選ばれます。これを２元代表制といいます。

市長はいろいろな政策を立案し、これを執行する立場にあります。市長は大きな権限
を持ちますが、しかし、議員の賛同がなければ、執行することはできません。

これが２元代表制の大きな特徴です。

市民

市議会 市長

 選挙

市民参加

説明責任

二元代表

選挙

市民参加



NO！を言えるのが議会

市長提案の予算案や条例に対して、NO！を言うことができます。

市長が単独で、何でもできるわけではなく、市民に選ばれた議員がその内容を
チェックし、再度考え直すように求めることができます。

  

 



議員は普段何をしているの

議員は毎日出勤する義務はありません。では何をしているの？

  地域で困っているお年寄りがいる、通学路の交通量が多くて危ない。街灯が  

  なくて怖いなど様々な相談や要望が議員に寄せられます。

    市民の皆さんの願いが、市政に反映するよう研修などに参加し、日々学習

    し、自己研鑽(けんさん）に努めています。



議員に関する質問

能美市の議員定数は何人？         人

能美市の議員の任期は？          年

市会議員に立候補できる条件は？（何歳から？他に仕事してても大丈夫？）

 皆さん、分かりましたか？



高校生にも選挙権が

2015年（平成27年）6月17日公職選挙法が改正され、18歳
以上の国民に選挙権が行使されることになりました。   
したがって、高校生も選挙で市長や議員を選ぶことができる
ようになりました。 



議会を身近に感じ、関心を持って

生徒会の役員選挙はどのように行っている？

生徒会の規約は誰が決める？

部活や生徒会活動などの予算もありますが、どうやって決まる？

今日をきっかけに、議会を身近に感じ、関心を持ってもらえたかな？

ご静聴ありがとうございました。


